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　1966 年以後相模湾付近で実施した全磁力測量結果をまとめた。異常値算出に用いた標準磁

場は，IGRF1965.0　モデルで，年差は近似計算式を求め，補正した。

　年差近似計算式は，1965 年以来の気象庁，国土地理院，水路部の観測所，その他の地震予

知計画にもとづく地磁気全磁力観測の年平均値を，時間の 4 次，経緯度の 3 次式で展開して求

めた。近似計算式と係数を第 1 表に，計算結果と観測結果を第 1 図に示す。

　測線の分布と，得られた磁気異常分布を，第 2 ，3 図に示す。顕著な異常域が，真鶴岬付近

から南へ続き，大室山東方の海岸から東へ曲がり，大島からは，また南へ続く。この一帯は，

音波探査で音響的基盤が浅い部分である。熱川付近から大島北端へ東西の線を引くと，線の北

側に強い負異常が分布することから，この一線付近は強く帯磁した地層の断崖状の北縁と考え

られる。

　伊豆半島南端部，房総半島南部では顕著な異常はみられない。
（ 大島章一　小野寺建英 ）
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第 1 表　日本の全磁力経年変化近似計算式と係数値（ 1965 年以来 ）
Table 1　An equation to approximate total magnetic intensity secular change in Japan and its coefficient 

values. (For 1965.0 to 1979.0)
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第 1 図　1965 年以来の全磁力値の変化
Fig. 1　Secular change of geomagnetic total intensity in Japan since 1965.
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第 2 図　測線図。実線は船，点線は航空機の測量。
Fig. 2　Track chart of shipborne magnetic survey (solid lines) 

and aeromagnetic survey (dotted lines).

第 3 図　相模灘付近の地磁気全磁力異常分布
Fig. 3　Geomagnetic total intensity anomaly in and around 

Sagami-Nada.
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